
地域交流サロン支援事業

健康介護課

企画趣旨

地域に住む人たちが気軽に集える場（交流サロン）を地域住民が主体的に運営提供することで、

高齢者の閉じこもりを解消します。そこでは多様な活動を展開することで、世代を超えた交流を生

み出し、高齢者の元気アップにつなげていきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)社協主催サロン連絡会への参加と課題の把握

・10月のサロン連絡会に地域主体で開催する13か所のサロンが参加し、病院や社協が行う出前講座や貸出

備品の案内など、サロン運営が充実するよう情報提供を行いました。また、レクリエーションをテーマ

に意見交換会を行い、その情報を共有し、サロン同士の交流のきっかけを作ることができました。

(2)地域交流サロン支援事業補助金の見直し

・・地域主体のサロンの多くは自治会単位で月 1回の開催、地域住民以外の参加が制限されているものが多

数となっています。そのため、月 2 回以上開催し、地域住民以外の方が参加できるサロンには施設利用

料を補助する「地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金」を創設し令和元年度から運用します。

(3)サロンに関わる担い手の育成

・地域支え合い講座を開催し、2 日間で延べ 49人が参加し、サロン運営者のフォローアップとサロン運

営の後継者や新たな担い手の掘り起こしを行ないました。

(4)世代を超えた交流支援

・世代間交流の機会を提供するため、サロン団体と交流を希望する方（学生の実習など）とのマッチング

を行い、平成30年度は埼玉県立大学及び日本保健医療大学の学生8人が交流しました。サロン参加者（高

齢者）が、若い世代との交流がもたらす精神的な充実を得る機会となりました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○集会所等を活用したサロンの開催 町内 30か所 / 4か所立ち上げ、合計 27か所

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

支援内容の見直し 健康介護課

実施団体による意見交換会の開催 健康介護課

サロン運営のキーマン育成 健康介護課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)社協主催サロン連絡会への参加と課題の把握

・5 月のサロン連絡会に参加し、各サロンの運営状況や課題を意見交換から把握します。また、サロン活

動の充実が図られるよう、情報提供を行います。

(2)地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金の周知･利用促進

・「地域交流サロン支援事業補助金」を継承し、月 2 回以上開催し、地域住民以外の方が参加できるサロ

ンには施設利用料を補助することを追加した「地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金」を令和元

年度から開始することから、5 月のサロン連絡会等で周知するとともに利用促進を図ります。

(3)サロンに関わる担い手の育成

・地域支え会い講座を受講したサロン運営の後継者等の相談を伺うことで、相談者が目指すサロンに近づ

ける支援を行い、新しいサロンの担い手となるよう育成を行います。

(4)世代を超えた交流支援

・昨年度に引き続き、学生の実習や近隣保育園との交流等、若い世代との交流がもたらす精神的な充実を

得られるよう、世代間交流の機会の提供を行います。
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言語を選択 Ԃ

�����年��月�日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ

平成��年��月　サロン訪問～稲荷クラブ（クリスマス会）～

クリスマス会にお呼ばれしました

こんにちは、サロン特派員です。

��月に入り、寒さが一段と厳しくなる中、百間集会所で開催している「稲荷クラブ」のクリスマス会にお邪魔してきました。

毎月恒例の当月お誕生日の方のお祝いが終わったところで本日のゲスト登場！きみまろ漫談がスタートし、その後「��歳と��歳の違

い」を披露！みなさん手をたたきながら笑い、和やかな雰囲気に。笑うことは健康のために、効果があるといわれています。

そしてフィンランド？からサンタさんが到着し、サプライズでみなさん一人ひとりにプレゼントを渡しながら今年はどんな年だったか、来

年はどんな年にしたいか聞いていました。
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お問い合わせ

宮代町役場健康介護

課高齢者支援担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���、

���

ファックス � ���������

����

健康介護課高齢者支援

担当

お知らせ（募集な

ど）

話題（イベント・講座

など）

介護予防・生活支

援サービス事業

一般介護予防事業

高齢者福祉サービ

ス（介護保険以外）

地域包括支援セン

ター（包括的支援事

業）

ことわざ穴埋めクイズやとんちクイズを行い、頭の体操を行いました。とんちクイズでは解説を聞き、感嘆の声が上がっていました。そ

の後振り込め詐欺防止や介護予防のために、お馴染みの曲の替え歌を全員で合唱し、楽しいひと時を過ごしました。

時間の都合で、途中で退席しましたが、その後も皆さんカラオケで大変盛り上がったそうです。

「稲荷クラブ」は第�水曜日の��時��分～��時まで百間集会所で開催しています。とても温かく、賑やかなサロンです。お近くの方は、

ぜひ足を運んで見てください。
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地域敬老会支援事業

健康介護課

企画趣旨

参加しやすい地域単位での敬老会の開催へと移行を進めながら、地域主体で継続できる敬老会に

していきます。元気な高齢者が活躍でき、働き盛りや子育て世代、子どもたちを巻き込んだ幅広い

世代交流で、地域コミュニティの醸成を図ります。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)敬老会支援の見直し

・アンケートの結果を集計し、課題の整理を進めるなど、事業の検証を行いましたが、事業の見直しに

は至りませんでした。

(2)開催に向けた相談及び運営支援

・敬老会運営の補助金により支援を行うとともに、地域敬老会の開催に係る相談等を伺い、支援を行い

ました｡また、地域敬老会の開催情報を町のホームページ及び広報等を活用して周知しＰＲを行うこと

で、他団体の開催内容等の情報提供を行いました。

(3)アンケートの実施

・実施地区､未実施地区も含め､敬老会に関する意見を求めるため、2月の地区連絡会において地域敬老会

に関するアンケートを実施しました。

(4)地域敬老会開催地区のＰＲ

・未開催地区に対して、地域敬老会の実施を促すために、他地域で実施された地域敬老会の開催状況を

広報及び町のホームページに掲載し、事業のＰＲを行いました｡

・2 月に開催された地区連絡会において、地域敬老会の開催状況等の説明を行いました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○全地区（77地区）で敬老事業を実施 / 67 地区で実施

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

支援内容の見直し 健康介護課

地域敬老会の運営支援 健康介護課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)地域敬老会 運営の見直し

・アンケート結果等の意見をもとに、問題点を抽出し、高齢者が参加しやすい地域敬老会の見直しを行い

ます。

(2) 地域敬老会開催のＰＲ

・地区連絡会にて、敬老会の趣旨の説明を行います。更に、地域敬老会の実施の様子を収めたＣＤ－ＲＯ

Ｍを貸し出しするなど、未開催地区に向けて実施を呼びかけます。

(3)開催に向けた相談及び運営支援

・広報等に地域敬老会の開催状況を掲載するとともに、開催方法、補助金の利用方法等を掲載したガイド

ブックを自治会に配布し、地域敬老会の開催に向けたＰＲを行います。更に、地域敬老会の実施の様子

を収めたＣＤ－ＲＯＭを貸し出しするなど、開催に向け、実施を呼びかけます。
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6

みんなで祝う手作りの敬老会

年齢 生年月日 贈呈金額
77 歳 昭和16年4月2日から昭和17年4月1日まで 5,000 円

88 歳 昭和5年4月2日から昭和6年4月1日まで 10,000 円

99 歳 大正8年4月2日から大正9年4月1日まで 10,000 円

100 歳 大正 7年4月2日から大正 8年4月1日まで 50,000 円
101 歳
以上 大正 7 年４月１日以前に生まれた方 10,000 円

▼各地域で地域敬老会の開催が予定されています。案内
方法などは、各地域によって異なりますので、詳しくは
地元の自治会役員の方にお問い合わせください。

問　高齢者支援担当
34・1111 内線 382・383

敬老のよき日にご長寿をお祝い申し上げます

いつまでもご健勝であられますよう

心よりお祈りいたします

平成 30 年 9 月吉日　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　宮代町長　新井 康之

敬老の日をお祝いして町長からのメッセージです。

▼町では、毎年敬老の日前後に、長年にわたり社会
に貢献してきた高齢者の長寿を祝い、宮代町商工会
発行の「ご当地商品券」をお贈りしています。
対象　9 月 1 日現在で町内に住所を有し、年度内に
以下の節目の年齢になられる方。

※商品券の配付は、100 歳の方は、ご自宅へ直接届けます。
それ以外の方は郵送します。郵便は９月上旬発送予定です。

9 月の地域敬老会開催予定日

敬老祝金の贈呈

地区名 開催予定日 会場
川端 1・2・3 9月9日（日） 川端集会所
新中町 9月9日（日） 百間公民館
須賀下 9月16日（日） 須賀集会所
新道・宮代・中央・
笠原８町会 9月17日（月・祝） 進修館大ホール

金剛寺 9月17日（月・祝） 須賀集会所
学園台 9月17日（月・祝） 学友会館（日本工業大学内）
旭町 1・2 9月17日（月・祝） 百間集会所
国納南・北 9月17日（月・祝） 国納集会所
姫宮北団地 9月17日（月・祝） 姫宮北団地集会所
東粂原 1・2 9月17日（月・祝） 東粂原集会所
新若 9月23日（日） 百間公民館
須賀島 9月23日（日） 須賀島集会所
姫宮南団地 9月30日（日） 姫宮南団地集会所
西原団地 9月30日（日） 西原団地集会所
若宮 9月30日（日） 若宮集会所
川島 1・2 9月30日（日） 百間公民館

※ 10 月以降に開催が予定されている地域敬老会は、次号
広報みやしろや町ホームページにてお知らせいたします。

役場1階
6番窓口

▼いくつになっても「運動・食事・交流」で体と
暮らしを前向きに変えることができます。体づく
りをつうじてあと 10 年、20 年、いきいきと年齢
を重ねませんか。身体を動かしたり、お口の健康
や栄養について学ぶ介護予防教室です。イスに腰
掛けて運動を行うため、体力に自信がない方にも
お薦めです。
対象　町内在住の 65 歳以上の方
※要介護 1 〜 5 の要介護認定者は受講できません。
※ますます元気塾とはじめて元気塾を同時に受講
することはできません。
対象者の選考方法　定員を超えた場合は、抽選に
て参加者を決定し、後日郵送でお知らせします。
参加費　保険料 500 円
　　　　歯ブラシセット代 200 円
申込　　9月3日（月）〜18日（火）
※担当窓口と各会場（町ホームページからダウン
ロードも可）で、配布する申込書に必要事項をご
記入の上、担当へお申し込みください。

はじめて元気塾（後期） 受講者募集 申・問　高齢者支援担当
34・1111 内線 382・383

会場 保健センター 和戸公民館 川端公民館
定員 30人 30人 20人
曜日 水曜 金曜 金曜

時間 10時〜
11時30分

①10時〜
11時30分
②13時15分〜
14時45分

13時15分〜
14時45分

1.体力測定・運動 11月  7日 11月  2日① 10月26日
2.運動 11月21日 11月16日② 11月  2日
3.口腔講座 12月12日 11月30日② 11月30日
4.運動 12月26日 12月  7日① 12月  7日
5.栄養講座   1月  9日 12月21日② 12月28日
6.運動   1月23日   1月18日②   1月25日
7.認知症予防・運動   1月30日   2月  1日①   2月  1日
8.運動   2月13日   2月15日②   2月22日
9.体力測定・運動   2月27日   3月  1日①   3月  1日
10.運動   3月13日   3月15日②   3月22日

《日程表》

役場1階
6番窓口

※会場から１カ所を選んでお申し込みください。
5
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介護予防・健康づくり活動支援事業

健康介護課

企画趣旨

地域が主体的に行う介護予防・健康づくりに資する活動を支援し、多くの町民の介護予防・健康

づくり活動を促進します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成

・7 月 18 日から 10月 24 日にかけて介護予防リーダー養成講座を行い、介護予防に取り組む人材を 13

人育成しました。さらに、11月 30 日にステップアップ勉強会を開催し 47 人の技術の向上に努めまし

た。

・自主活動グループに対し、出前講座として健康運動指導士を派遣できることをＰＲし、10 月から 3 月

にかけて 2回派遣しました。

(2)みやしろキラキラ体操の普及

・10 月から 3 月にかけてみやしろキラキラ体操ＤＶＤ・ＣＤを自主グループ 3 団体に貸し出しました。

・30 年度において、町主催の介護予防教室で延べ 456 人、出前講座で延べ 133 人に指導を行いました。

・町民体育祭において、スポーツ推進委員およびプラザサポーターが手本となり、体育祭の参加者とと

もにみやしろキラキラ体操を行いました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○健康づくり活動団体 20団体 / 22 団体

○介護予防リーダーの養成確保 120 人 / 129 人

○全ての活動団体においてみやしろキラキラ体操実施 / 22 団体中、13団体が実施

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

介護予防効果の検証と結果の公表 健康介護課

介護予防リーダー養成講座の実施、

自主グループへの講師派遣など
健康介護課

みやしろキラキラ体操の普及（イベント

などでの活用）

健康介護課

関係課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成

・介護予防リーダー養成兼フォローアップ講座を行い、介護予防に取り組む人材の育成ともに技術向上の

ための支援を行います。

・引き続き、自主活動グループに対し、出前講座として健康運動指導士や管理栄養士、歯科衛生士を派遣

し、地域での介護予防活動を支援します。

(2)みやしろキラキラ体操の普及

・引き続き、町主催の介護予防事業においてみやしろキラキラ体操の指導を行います。

・地域で健康づくりに取り組む団体へのみやしろキラキラ体操ＤＶＤ・ＣＤの貸出しについてＰＲを継続

します。
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言語を選択 Ԃ

�����年��月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 暮らしの情報 文化・スポーツ・まちづくり 生涯学習・スポーツ スポーツ

光る汗！輝く笑顔！　町民体育祭が開催されました

ぐるる宮代で町民体育祭が開催されました

��月�日（日）、台風一過の秋晴れの下、宮代町総合運動公園ぐるる宮代で第��回町民体育祭が開催されました。当日は、��チーム

（��地区）���人が参加し、玉入れなどの地区対抗種目や宮代で一番速い人を決めるレースなどが行われました。各地区の応援団が

華麗な衣装や小道具で競技を盛り上げ、高いパフォーマンスを見せたチームには会場から大きな拍手と歓声が上がりました。また、お

昼休みには宮代音頭とキラキラ体操が行われ、皆さん笑顔で楽しんでいました。参加者からは「地区のみんなで練習した成果がでて

嬉しかったです。」「気持ちいい汗をかきました。」など、地区の親睦を深め、健康増進につながる体育祭となりました。

選手宣誓 こども���メートルリレー キラキラ体操

紅白綱引

7



防災コミュニティ促進事業
町民生活課

企画趣旨
防災に関する自助、共助の取り組みを進めることで、地区内のコミュニケーションを円滑にし、

各地区の防災力を高めていきます。また、周辺地区や消防団等との連携も強めていきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)防災･防犯マスター講座の開催

・防災・防犯力の向上を目指し、上半期に引き続き残り３回の下記の講座を実施しました。

第 4 回：宮代町地域防災訓練 参加者数 13 人

第 5 回：「住まいの防犯対策」及び「よくわかる木造住宅の耐震化」 参加者数 16 人

第 6 回：「防犯パトロールについて」、「犯罪の発生傾向と対策について」、「防火防災について」、

「修了式」 参加者数 14 人

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助)

・防災資機材（発電機、簡易トイレ等） 11 地区

・防災コミュニティ拠点（集会所等）機能整備 5地区

・地区防災訓練（炊き出し訓練用材料等） 26地区

・防災研修（AED） 3 地区

・防災士資格取得 １地区（2 人）

(3)地域防災訓練(百間小学校)の開催

・10 月 14 日に実行委員会方式による地域防災訓練を実施 参加者数 922 人

※雨天のため、屋内（体育館）で応急手当訓練、要援護者疑似体験、炊き出し訓練等を行いました。

(4) 防災ポータルサイトの運用、防災関連団体との連携強化

・上半期に引き続き、災害時の情報収集のため、消防団と移動系防災行政無線を使った定期通信訓練を

実施しました。

・10 月 14 日の地域防災訓練時にメール配信サービスの登録相談、11 月 1 日の緊急地震速報訓練時に各

小中学校と通信訓練を実施しました。

・2 月 16 日の社会福祉協議会合同のボランティアセンター立ち上げ訓練で防災ポータルサイトを使った

災害情報収集訓練を実施しました。

・防災・防犯等に関する情報を、防災ポータルサイト（防災ホームページ）、登録制メール、テレ玉デー

タ放送などを通じて随時発信しました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○自主防災組織率 100％ /100％ ○活動実績 90％以上（年間）/86％ ○地域拠点整備への取組実

績 10地区（累計）/ 11 地区 ○防災・防犯マスター修了者 30人以上（累計）/ 38 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

地区連絡会での情報交換、防

災訓練や研修会の合同開催

自主防災会

町民生活課

防災・防犯マスター講座の実

施、宮代町安心安全まちづくり

推進事業補助金による助成

町民生活課

デジタル防災行政無線の整備 町民生活課
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令和元年度 上半期の実施予定

(1)防災･防犯マスター講座の開催

・防災･防犯力の向上を目指し､防災と防犯の基礎知識を学ぶ講座を開催します｡（全 6 回のうち 3回）

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助)

・昨年度に引き続き、防災資機材、防災コミュニティ拠点(集会所等)機能整備、地区防災訓練、防災研修、

防災士資格取得の経費に対する支援を実施します。

(3)宮代町安心安全まちづくり講座指導員の派遣

・防災・防犯マスター講座などで育成した人材の中で、指導意欲がある者を宮代町安心安全まちづくり講

座指導員として認定します。

・防災や防犯の講座で様々なニーズに対応するため、指導員を県の研修会に参加させたり、防災士の取得

を支援したりして、指導員としての能力向上を図ります。

・自主防災組織を始めとした町内の各団体が開催する防災や防犯の研修に指導員を派遣して、安心安全の

まちづくりを推進します。

(4)地域防災訓練(笠原小学校)の開催準備

･10 月 20 日の開催に向けて自主防災組織やさまざまな団体からなる実行委員会を立ち上げるとともに、

各防災関係団体に訓練の協力を図ります。

(5)防災ポータルサイトの運用、防災関連団体との連携強化

・5 月の自主防災組織連絡協議会で全自主防災組織に対し簡易無線を配備して、非常時における町と自主

防災組織の連携を強化します。

・災害時の情報収集のため、消防団と移動系防災行政無線を使った定期通信訓練を実施します。

・防災・防犯等に関する情報を、防災ポータルサイト（防災ホームページ）、登録制メール、テレ玉デー

タ放送などを通じて随時発信します。
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言語を選択 Ԃ

�����年��月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

お問い合わせ

宮代町役場町民生活

課生活安全担当

トップ 暮らしの情報 安心・安全 防災 その他防災

平成��年度防災・防犯マスター講座を開催しました

平成��年度防災・防犯マスター講座を開催しました

平成��年�月から��月の�か月間にわたり、平成��年度防災・防犯マスター講座を開催しました。修了式では、防災・防犯マスター認定書が授与され、

今年度新たに��名のマスターが誕生しました。

この講座は、全�回の講座で防災・防犯力の向上を目的に、基礎知識を学ぶ講義をはじめ、発災時での適切な判断や対応ができるよ

う、災害時図上訓練等実践的な内容を含めて実施しました。参加者の方々から疑問に思った点について、講師の方への熱心な質問が

多々ありました。

参加者の方からは「犯人の手口についての実演を見て、鍵の開け方や窓ガラスの侵入方法、オレオレ詐欺の手法とその対策がよくわ

かりました」、「講座を通して、改めて地区や近所のつながりの大切さを感じました。」といったお声をいただきました。

来年度も引き続き講座を開催しますので、ぜひご参加をお待ちしております。　

平成��年度防災・防犯マスター講座（全�回）

平成��年度防災・防犯マスター講座

回 講座内容

�回目 自主防災組織リーダー養成講座

�回目 防災講演会

�回目 宮代町防犯マップ作成講座

�回目 宮代町地域防災訓練

�回目 住まいの防犯対策、木造住宅の耐震化

�回目 防犯パトロール、犯罪の発生傾向と対策、防火防災
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市民、活動、地域資源の縁結び事業

町民生活課

企画趣旨

活動の創出や拡充に取り組みやすい支援策の創設と運用を進修館で行います。これにより、市民

活動が活発に展開される風土を創り出します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者等から市民活動に関する情報を引き続き収集を行いました。

(2)収集した市民活動情報の整理･共有化

・カテゴリー（情報の分類化）ごとに整理した情報を、進修館のホームページ等で公開できるよう整備

しました。

(3)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進

・市民活動団体の要望に基づき、日本工業大学などの地域資源を活用した市民活動のマッチングを推進

しました。（日本工業大学と東粂原自治会：「まちをアルバムにする」イベントを展示開催しました。）

・進修館発行誌「みつば」に、市民団体等が地域で活躍できるよう進修館で実施している活動等の紹介

を行いました。（発行部数：2,000 部 配布：やりたいゾゥ登録者、進修館利用者、設置個所：進修館

内、宮代町役場庁舎内）

(4)やりたいゾゥ登録者同士の情報交換・交流

・情報交換や交流の活動のＰＲの場である進修館まつり（3 月 9日開催実施）を開催するにあたり、「や

りたいゾゥ」登録者の当日の参加はありませんでしたが、事前準備において「やりたいゾゥ」登録者

の情報交換等は行いました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○マッチング件数 20件（年間）/19 件

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

市民活動情報の収集と共有化
町民生活課

進修館

市民活動のマッチング
町民生活課

進修館

令和元年度 上半期の実施予定
(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集･共有化

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者等から市民活動に関する情報を引き続き収集し、新規等の情報

について進修館のホームページ等で共有化を図ります。

(2)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進

・日本工業大学などの地域資源を活用し、やりたいゾゥ登録者とのマッチングを引き続き推進します。

・広報誌等を活用し、市民団体等が地域で活躍できるよう進修館で実施している活動等の紹介を引き続き

行います。
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宮代町・東武動物公園駅近く。市民活動やイベント、休憩所、観光案内所、コスプレ撮影などにも利用できるコミュニティスペース。

「や り た い ゾ ゥ 」～ 団 体 登 録 者 ～

団 体 登 録 者 一 覧

宮代町公式ホームページ

進修館 リンク集

町内にある公共機関や宮代町に

関わる団体等のリンク集です。

アクセス｜リンク集｜サイトマップ｜お問い合わせ

「やりたいゾゥ」団体登録者一覧 [ 「やりたいゾゥ」とは ] [ 「やりたいゾゥ」への登録方法 ] [ 「やりたいゾゥ」登録者情報 ]

「やりたいゾゥ」に登録されている団体の一覧 ( 1ページ目 ) です。

※ 複数ページある場合は、下の数字ボタンを押すことでページ移動することができます。

1 2 3 [ 個人 ] [ 団体 ] [ 自治会 ]

宮代町太極拳連盟団 体

やりたいゾゥ 2018/11/20

太極拳は年齢、性別に垣根のない数少ないスポーツです。

深くゆったりした呼吸は、血液の循環を活性化し、器官の働きや

体内の代謝を向上させるので、老化防止に繋がり、生涯継続可能です。

宮代町硬式テニスクラブ団 体

やりたいゾゥ 2018/07/25

硬式テニスの実力向上及び、健康のための体力づくりと仲間づくりと

地域へのテニスの普及を目的としている。

>> 宮代町硬式テニスクラブ 公式WEBサイト

宮代フォークダンス連盟団 体

やりたいゾゥ 2017/09/04

世界中の音楽を楽しみながら、健康を保ち

仲間づくりに楽しい時間です。

コスチュームを見るのも着るのも楽しいです！

宮代町レクリエーション協会団 体

やりたいゾゥ 2017/08/28

協会にはフォークダンス連盟、スポーツ吹矢、

桜レクリエーションクラブの三団体で構成。

各々の団体で、定例会等を行っている。

スポーツ吹矢はこちらで活動を配信しています。

宮代町手をつなぐ親の会団 体

やりたいゾゥ 2017/08/12

秋冬春は果実の選定、草刈り、夏はブルーベリーの摘み取り、

ジャム工房では四季折々の果実を加工して販売しています。

ボランティアで協力していただける方を募集しています。

みやしろおひな祭り実行委員会団 体

やりたいゾゥ 2017/08/12

「和の心にふれるおひな祭り」の催しを実施することを通して、

日本の良き伝統文化の継承はもとより、世代を超えた交流や

まちの賑わいづくりにつながることを目指しています。

実行委員会では一緒に活動いただける方を募集しています。

MIYASHIROエコ☆スターズ団 体

やりたいゾゥ 2017/07/22

小、中、高校生が中心となって活動をしており、

月一回のゴミ拾いを始め、廃材を使ったリサイクル工作など、

多くの活動を行っています。

みやしろ大学歩け歩けクラブ団 体

やりたいゾゥ 2017/07/22

人と自然が

やさしく輝くまち

埼玉県宮代町
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上手に使おう集会所事業

町民生活課

企画趣旨

集会所の利活用を後押しすることで、地域の中で顔の見える人と人のつながりを形成し、地域コ

ミュニティの活性化を目指します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)集会所情報の共有化

・集会所の活用事例や先進的な取り組みについて、2 月の地区連絡会にて区長・自治会長に情報提供しま

した。（敬老会実施事例報告 37 件）

(2)集会所の有効活用の促進

・集会所の有効活用の促進が図れるよう新たにイベント備品を増やし区長会や地区連絡会において、備

品貸出の周知をして貸し出しを行いました（新規貸出備品：脚立、テント(大・小)、折りたたみテー

ブル、有線マイク、ワイヤレスアンプ、ショルダーメガホン、ＣＤラジカセ）。

(3)集会所の拠点化に向けた支援

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるよう、引き続き修繕等のための支援

（集会所整備事業補助金）を行いました。（5 集会所：1,610,000 円※エアコン取付工事、便所改修工

事など）

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○集会所等を活用したマッチング事業数 5事業（年間） / 5事業

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

地域情報共有化に向けた支援
町民生活課

進修館

地域と市民団体の活動のマッ

チング

町民生活課

進修館

集会所の拠点化に向けた支援 町民生活課

市民団体や、やりたいゾゥ登録

者等を集会所へ派遣

町民生活課

進修館

令和元年度 上半期の実施予定
(1)集会所情報の共有化

・宮代町における集会所の活用事例や先進的な取り組み（地域敬老会・地域交流サロンなど）について、

多くの地区・自治会で情報を共有できるよう、地区連絡会等の機会を通じて、区長・自治会長へ引き続

き情報提供します。

(2)集会所の有効活用の促進

・集会所をイベント等で活用しやすくするために、区長会や地区連絡会において備品貸出の周知を引き続

き行います。

(3)集会所の拠点化に向けた支援

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるように、修繕等のための支援として引

き続き集会所整備事業補助金の交付を行います。
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＊業務に支障がない場合に貸出可能となる備品です。

＊貸出については、各担当窓口で所定の手続きを行ってください。

備品名 数量 貸出対象 貸出期間 貸出方法 料金 担当窓口 その他

トング 100

営利・政治・宗教

目的でない団体

利用日とその

前後の日に

ちのみ

所定の申

請用紙に

記入し窓

口に提出

無料
地域振興担当

窓口：役場2階⑮番

内線(281, 282)

町内での利用

に限る

ごみ箱 30

トラメガ（大） 3

トラメガ（小） 1

紅白幕 5

簡易テント（大） 3

簡易テント（小） 9

プロジェクター 1

スクリーン 1

折りたたみイス 50

トランシーバー 30

机 20

脚立 10

デジタルワイヤレスアンプ・

ワイヤレスマイク
各2

有線マイク 5

CDラジオ 2

コードリール 7

プロジェクター 1 防災・防犯研修

会等を実施、ま

たは参加する下

記の団体。

町会、自治会、

商工団体、自主

防災組織等

利用日とその

前後の日に

ちのみ

所定の申

請用紙に

記入し窓

口に提出

無料
生活安全担当

窓口：役場2階⑮番

内線(276, 277、278)

防災・防犯に係

る研修等の利用

に限る

スクリーン 1

マイクセット 1

研修用ビデオ・DVD 15

みやしろ郷土かるた 15 営利・政治・宗教

目的でない個人

や団体

貸出開始日

から希望返

却日まで
所定の申

請用紙に

記入し窓

口に提出

無料

生涯学習・

スポーツ振興担当
窓口：役場2階⑰番

内線(434)

町内且つ

屋内での利用に

限る

新みやしろ郷土かるた 15

展示パネル 20

営利・政治・宗教

目的でない団体

展示ポール 40

展示フック 60

机 20

生涯学習・

スポーツ振興担当
窓口：役場2階⑰番

内線(432)

町内での利用

に限る

イス 100

テント 7

グラウンドゴルフ

用具（クラブ・スター

トマット・ホールポス

ト）

1 利用日のみ

15 町備品貸出
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人権尊重平和事業

総務課、教育推進課

企画趣旨

市民が、まちづくりへの取り組みや普段の生活の中で、互いに人権を尊重しあい、真に豊かな安

心して暮らしていける社会の実現を図るため、人権尊重をまちづくりの基本に据えて、行政と市民

が一体となって取り組んでいきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)人権教育研修会の実施

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催しました。

｢宮代町人権問題合同研修会｣ 2 月 5 日 進修館小ホール 69 人

(2)人権出前講座の実施

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」について、申請がありませんでした。

(3)男女共同参画セミナーの実施

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画セミナーを男

女共同参画社会推進会議とＰＴＡ連絡協議会が共催で実施しました。

「We are シンセキ in Miyashiro ～地域の子どもたちにできること～」山本シュウ氏

1 月 14 日 進修館大ホール 150 人

(4)平和啓発事業の実施

・平和啓発事業として、7 月に台風の接近により中止となった小中高校生が出演する朗読劇「私たちと原

爆」を町民文化祭期間中の 11月 3 日にコミュニティセンター進修館小ホールで上演しました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）

○住民意識調査のまちづくり満足度向上人権擁護、男女共同参画の取組み 40％
※令和元年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

人権教育研修会、出前講座の実施
総務課

教育推進課

男女共同参画セミナーの実施 総務課

平和パネル展、平和啓発事業の実施 総務課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)人権教育研修会の実施

・教職員の人権に対する理解と認識を深めるため全教職員に対して研修会を開催します。

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催します。

(2)人権出前講座の実施

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」を引き続き実施し、講座の内容は随時更新していき

ます。

(3)男女共同参画セミナーの実施

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画社会推進会議に

おいて、セミナーの開催について 1 月の開催を目指し、5 月から検討していきます。

(4)平和パネル展、平和啓発事業の実施

・7 月に平和パネル展を図書館ロビーにて開催します。

・平和啓発事業として、7 月に小中学生が出演する朗読劇「私たちと原爆」を図書館ホールで上演します。

15



言語を選択 Ԃ

�����年��月�日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

お問い合わせ

宮代町役場総務課人

権・男女共同参画担当

電話 � �������������

（代表）内線���

ファックス � ���������

����

総務課人権・男女共同

参画担当

お知らせ

町民相談・法律相

談

女性相談

話題

国際交流

トップ 暮らしの情報 文化・スポーツ・まちづくり 人権

第��回朗読劇「私たちと原爆」を上演しました��

朗読劇「私たちと原爆　～わすれてはならないあの日～」

台風の接近により開催できなかった朗読劇「私たちと原爆　～わすれてはならないあの日～」を��月�日 �土 �に上演しました。

この朗読劇では、小学校�年生から高校�年生までの児童・生徒��人が、広島・長崎の原爆投下の日の人々の思いを、来場した多くの

方々に語り伝えました。

参加した児童・生徒たちは、上演が終わった後、ホッとした表情で「ドキドキしたけど、楽しかったです」「朗読はとても難しかったけど、

お客さんの拍手がうれしかったです」「原爆の恐ろしさを知りました」と笑顔で話してくれました。

朗読劇の様子 朗読劇の様子
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宮代型観光推進事業

産業観光課

企画趣旨

宮代町の立地特性、資源を活かした宮代型の観光事業を展開し、交流人口の増加、町内産業の活

性化に結びつけていきます。個々の資源の魅力を多面的な視点から引き出し、組み合わせ、宮代町

ならではの事業を展開していきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの）

・稲刈り体験の実施（10 月）724 人

・野菜収穫体験の実施（10 月～11 月）398 人

・料理講座の実施（10 月～3月）31 人

・畑で婚活の実施（11 月、1月、2 月、3 月）115 人

・絵本で遊ぼう、陶芸講座（10 月、11月、12月、2 月）96 人

(2)みやしろまるごと観光情報の発信

・「宮代い～ね!」第 16 号を発行して、町内の観光情報を発信しました。29,000 部。（3 月）

※町外へポスティング 24,000 部。（配布先：春日部市、久喜市、白岡市、杉戸町など）

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催

・宮代の人、物、場所を観光資源として、町の内外からの集客を目指す「つながり作りイベント和 e 輪 e」

を開催しました。6講座 69人（2 月～3 月）

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○町外からの観光事業参加者数 年間 10,000 人 / およそ 16,370 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

新しい村グリーンツーリズム事業の実施 新しい村

観光プログラム実施主体連絡会の創設 産業観光課

みやしろまるごと観光情報の発信
民間主体

産業観光課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの）

・田植え体験（5 月～6 月）

・稲刈り体験（9 月）

・ラベンダー摘み取り体験（7 月）

・ブルーベリー摘み取り体験（7 月～8月）

・ほっつけ農遊塾（9 月）

・野菜収穫体験の実施（6 月）

・ハーブ講座、料理講座の実施（5 月～9 月）

・畑で婚活の実施（6 月～9 月）

・絵本で遊ぼう（4月、6 月、9 月）

・ハーブ園ワークショップ（5 月～8 月）

(2)みやしろまるごと観光情報の発信

・観光プログラムの主な実施主体から、半年間の事業予定情報を収集し、「みやしろまるごと観光カレン

ダー」として観光情報紙「宮代い～ね！」第 17 号を発行して情報を発信します。29,000 部（8 月）。

※町外へポスティング 24,000 部（配布先：春日部市、越谷市、白岡市、杉戸町の一部）

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催

・町内の素敵な場所、物、人を結びつけ、観光資源を発掘、創造し、町の内外から参加者を募る第 6 回

和ｅ輪ｅを開催するため、新たな企画づくりに向け実行委員会活動をスタートさせます。

17



言語を選択 Ԃ

�����年�月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 行政情報 宮代町の紹介 まちの話題 ����年（平成��年）

宮代つながり作りイベント和�輪�（わいわい）好評のうちに終了！

町内、町外からたくさんの方にご参加いただきました

宮代町の素晴らしさや、地域でがんばっている人を知ることで、もっと町を好きになり地域の底力をもりあげよう！という想いをこめて

スタートした「みやしろつながり作りイベント和�輪�（わいわい）」が、�月から�月にかけて開催されました。和�輪�は「オンパク」という

まちづくりの手法を参考にして行われており、宮代町商工業者の匠の技・市民の力を結集した、まちを知り、大好きになることを目的と

した「つながりづくり＆まちおこしイベント」です。普段「あたりまえのこと」として見ていたものを、少し視点を変え、講座として開催する

ことで新たな魅力が見えてくる、そして町の良さを再確認できる、オンパクにはそんな効果があります。

和�輪�を開催して�年目となる今回は、ギュッと凝縮した�講座を開催！今年も、町内外から多くの方に参加をいただき、宮代町の魅力

を感じていただくことができました。

【八宝堂】伝統和菓子「練り切り体験講座」
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【農工房奈味】宮代産せり栽培を知り味わう～せりづくし体験～

【鈴木鉄工所】達人と一緒！おしゃれハシゴ制作で溶接体験

【アムフルス�リカー�ワインショップツチブチ】ドイツパンとオーガニックワインを楽しむ
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お問い合わせ

宮代町役場産業観光

課商工観光担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

ファックス � ���������

����

産業観光課商工観光担

当

お知らせ

話題

補助金

新しい村

桜市

【みやしろ市民ガイドクラブ】千葉さんと歩く「宮代町の軸線」

【新しい村・パネッテリアイルピノリーノ】親子で！はじめてのパスタづくり
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宮代町の魅力推進事業（里山体験事業）

町民生活課

企画趣旨

宮代町の美しい風景や緑豊かな環境を守り、さらに観光資源として活用することで「交流人口」

さらには「宮代ファン」を増やしていきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)里山五楽体験事業の実施

下記の五楽体験事業を実施し、上半期に続いて宮代町の魅力の発信を行いました。

10 月 28 日 第 4 回山崎山トラスト祭 391 人

11 月 18 日 里山の恵みでつくろう 15 人

12 月 16 日 里山の自然の恵みでリース作り 39 人

1 月 20 日 冬の自然観察会とよしず作り 7 人

2 月 17 日 冬の生きものを観察しよう 15 人

3 月 17 日 春の野草観察会 58人

(２)みやしろ桜応援団

下記の事業を実施しました。

・桜イルミネーション …桜の木オーナーや地域住民の協力のもと、笠原地区・商工会館横の桜 39 本に

電飾を設置し、冬の街並みを明るくあたたかく演出しました。

・ふるさとキレイ大会ｉｎ宮代 …町内の小中学生を主なメンバーとする「ＭＩＹＡＳＨＩＲＯエコ☆

スターズ」と連携し、桜並木周辺の清掃活動を行い、合計 100 人が参加、74 キロのごみを拾いました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○里山体験事業参加者数 1,000 人（年間）、町外参加者率 50％以上

/ 2,402 人（うち町外参加者 1,451 人 60.4％）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

里山五楽体験事業 環境保全団体、町民生活課

みやしろ桜応援団 環境保全団体、町民生活課

令和元年度 上半期の実施予定

五楽体験事業として、山崎山自然観察会やツリークライミング、ホタルの観察会といったイベントを行

います。また、桜に親しみやすい環境を整え、宮代町の桜のファンを拡大するため、桜の写真コンテスト

や樹木管理を実施します。

(1)里山五楽体験事業の実施

・五楽体験事業（宮代の豊かな自然環境を体の五感全てを使って楽しんでいただく事業）を月 1 回程度で

実施します。

4 月 14 日 春の野草観察会「野草の天ぷらを味わい、春を食す」

5 月 19 日 山崎山ツリークライミング

6 月 15 日・16 日 ホタルの夕べ観賞会

7 月 27 日 第 4 回宮代こども昆虫博士検定

8 月 3 日 スーパーナイトハイク「夜の生き物観察会」

9 月 15 日 秋の野草観察会

(2)みやしろ桜応援団

・宮代の美しい桜を多くの方に知っていただくため、桜の写真コンテストを実施します。また、受賞作品

の役場内掲示・広報掲載などを行い、宮代の美しい桜をＰＲします。
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言語を選択 Ԃ

�����年��月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 暮らしの情報 文化・スポーツ・まちづくり 宮代町の魅力推進事業（里山体験事業）

第�回山崎山トラスト祭

第�回山崎山トラスト祭

��月��日（日）、さいたま緑のトラスト保全第�号地・山崎山にて今年で�回目となる「山崎山トラスト祭」が、さいたま緑のトラスト保全第�号地ボランティ

ア、山崎山こどもエコクラブ、宮代町の主催で開催されました。お天気にも恵まれ、秋の爽やかな青空の下、�つのイベントが行われ、全体で約���名

と多くの方に山崎山を訪れていただきました。

ツリークライミング

　毎年人気のツリークライミング、専用のロープを使った木登り体験です。参加した子どもたちから、「またやりたーい！」の声をいただきました。

里山かかしづくり

　雑木林の竹を骨組みにして、共栄大の学生ボランティアさんたちと一緒にかかしづくり。森で集めた木の実や木の葉で、作ったかかしに秋の装いを

プラスしました。
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ドラム缶ピザづくり

ピザの生地から自分たちで作る本格ピザづくり。ピザの具材切りやドラム缶でのピザ焼きに共栄大の学生ボランティアさんたちが大活

躍！参加した方たちからも、ボランティアのみなさんや講師の先生たちの対応が、親切で丁寧だったとお礼の言葉をいただきました。

秋の楽器づくり

雑木林の竹をのこぎりで切ったり、やすりで削ったりと、初めての楽器づくりに挑戦。出来上がった楽器は、森のコンサートでお披露目します。
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クラフト体験

秋の森で拾い集めた木の実や葉っぱや枝を自分の好みで選んで、メモホルダーや松ぼっくりツリーなどかわいい置物を作りました。

森のコンサート

山崎山トラスト地の森の中にステージが登場。宮代在住の音楽プロデューサー戸田泰宏さんたちが親子向けコンサートを開催。台湾の女性ヴォーカ

リスト、ジョアンナ・ウォンさんもスペシャルゲストとして参加。楽器づくりに参加してくれた子どもたちも、お手製の竹の楽器を演奏したり、歌を歌った

り、みんなで楽しいひとときを過ごしました。
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お問い合わせ

宮代町役場町民生活

課環境推進担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

ファックス � ���������

����

町民生活課環境推進担

当

お知らせ

話題

各種計画について

狂犬病予防事業

原発事故による放

射線の影響につい

て

浄化槽

当日の様子は、インターネット放送局からもご覧いただけます。

�
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市民の活動をつなぐインターネット放送局

総務課

企画趣旨

宮代町内で行われているスポーツ活動や文化活動、学校行事、行政情報、議会情報、商業情報等

を動画で発信します。これにより、町内の人には相互刺激、連携、新たな発見を促し、町外の人に

は町の魅力を知ってもらうことで活性化につなげることを目的とします。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)町の出来事をお知らせする動画を配信(市民特派員などによる動画の制作･発信)

・町のイベントや地域の出来事(宮代町の 10 年後を話し合うワークショップ、みやしろおひな祭り等)、

またイベントの告知動画(宮代町民文化祭)などをユーチューブで配信しました｡

・地域の情報を充実させるため、日本工業大学と協力し、みやしろおひな祭りの商店会 PＲ動画を制作し

ました。

(2)見てもらうための動画の作成

・撮影時に町民の方へ直接意見を伺い、動画の内容や新たなコンテンツの希望のニーズを調査しました。

・視聴者の平均視聴時間を調査した結果、1分程度の短い動画や携帯電話やスマートフォンなどからの視

聴を考慮した作品づくりする旨検討しました。

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み

・庁舎ロビーに設置したモニターで放送局の動画だけでなく、人権・商工観光・国保・保健センターの

事業や無料相談など告知動画を制作し放送しました。

・放送局動画の視聴が増えるよう、町ホームページに掲載されたイベントに放送局の撮影した動画のリ

ンクを掲載し、放送局と町が連携する取組みを実施しました。

・イベントの事前周知、制度のお知らせ(モニター用)できるよう、各課に積極的な情報提供依頼をしま

した。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○視聴回数 25,000 回（年間）/ 20,876 回

○動画配信 50本を維持（年間）/ 103 本

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

特派員による動画の制作、ウ

ェブサイトを通じた発信
総務課

新たな視聴者の獲得策の検

討、実施（随時）
総務課

財源確保の取組みの検討 総務課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)町の出来事をお知らせする動画を配信(市民特派員などによる動画の制作･発信)

・町のイベントや地域の出来事、またイベントの告知動画などをユーチューブで配信します｡

・地域の情報を充実させるため、日本工業大学及び宮代高校との連携を図ります。

(2)見てもらうための動画の作成

・町民の声を聞くためのアンケート等の実施を検討します。

・視聴者の求める作品時間(1 分程度の動画)やスマートフォン撮影動画などの新しいコンテンツなどの検

証を行います。

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み

・放送局動画の視聴が増えるよう、町広報・ホームページと連動させるなど広く周知するための取組みを

検討します。

・スマートフォンで気軽に撮影・投稿できるコンテンツを増やし、子育て世代が特派員として参加しやす

くなる方法を検討します。

・町のイベントが事前に周知できるよう、庁舎内の情報の伝達や収集に努めます。

コンテンツ：情報サービスにおける情報内容

ウェブサイト：ホームページのこと
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����������� チャンネル登録 ���

ホーム 動画 再⽣リスト チャンネル フリートーク 概要

������回視聴 ��年前

埼⽟県宮代町 宮代町ＰＲビデオ〜⼈と⾃然がや
さしく輝くまち〜 �

もっと読む

町制��周年を迎えた宮代町では、宮代町制施⾏��周年
記念ソング「雲の果てに」を挿⼊曲に使⽤し、町の公
式プロモーションビデオを作成しました。「⼈と⾃然
がやさしく輝くまち」をタイトルに、キラキラと輝く
⼦どもたちの笑顔や、この町に⽣きる⼈たちのイキイ
キとした表情など、⼈々の元気と息吹があふれる町の
魅⼒を紹介するビデオです。

特派員動画（新着順）
特派員はボランティアで活動してくださっている町⺠の⽅々です。
町⺠目線で撮影した作品をどうぞお楽しみください。 �

���������������

���回視聴 � ��か⽉前

アロマ⾹る⾃然の恵みの化粧品講
座「ローズの化粧⽔＆ビタミン��

根岸重之
����回視聴 � ��か⽉前

宮代町⼸道連盟稽古始め
（��������埼⽟県宮代町ぐるる宮�

�������������������

����回視聴 � ��か⽉前

第��回甲⾺サロン「ゴスペルの
楽しみ」（��������� 宮代町進�

根岸重之
���回視聴 � ��か⽉前

理系シニアになろう︕はじめての
プログラミング講座（������� �

⽇本⼯業⼤学・通信員

朋⼦辺渡
���回視聴 � ��か⽉前

【みやしろおひな祭り����】⻄
⼝商店会紹介 �

朋⼦辺渡
���回視聴 � ��か⽉前

【みやしろおひな祭り����】⼤
学通り商店会紹介 �

朋⼦辺渡
���回視聴 � ��か⽉前

【みやしろおひな祭り����】東
⼝商店会紹介【宮代おひな祭り�

朋⼦辺渡
���回視聴 � ��か⽉前

【みやしろおひな祭り����】実
⾏委員会紹介【宮代おひな祭り�

宮代に⼈あり
「宮代に⼈あり」は、様々な分野で活躍する町内の⽅々を紹介していきます。

��������������

����回視聴 � ��年前

埼⽟県宮代町「宮代に⼈あり」
第�回ミュージシャン⼾⽥泰宏さ�

��������������

����回視聴 � ��年前

埼⽟県宮代町「宮代に⼈あり」第
�回カンツォーネ歌⼿ 宮代隼⼈�

宮代町紹介

ログイン�� 検索

����������������

ログインして、チャンネルやお
すすめをご覧ください。

ログインする

ホーム

急上昇

履歴

����������������を�

⾳楽

スポーツ

ゲーム

映画

テレビ番組

ニュース

ライブ

スポットライト

�����動画

チャンネル⼀覧
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みんなで子育て！こども未来事業

子育て支援課

企画趣旨

子育て新施設「宮代町子育てひろば」を拠点に子育ての輪を広げ、地域で子育てを応援する環境

をつくります。宮代町の子育て環境を充実させ、町外からの子育て世代流入を図ります。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信しました。

10 月特集「新サービススタート！あなたの子育て応援します。」1 月特集「ぬくもりのてづくりおもち

ゃ」

(2)「みやしろで育てよっ」の周知

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、ホームページの記事掲載時に「育てよっ」を周知しました。

(3)子育ての輪を広げる取り組み

・フェイスブックやライン＠などを活用し子育て世代のネットワークを作り、子育てひろばでの事業の

企画などに関わることができるように情報を発信しました。（フェイスブックのびのび子育て情報グル

ープ 44 人、ライン＠267 人登録）

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催

・利用者が企画に参加するイベントを実施しました。

10 月以降毎月開催 のべ 61人参加 はぐはぐの会（二人目育児を行っているママの集まり）

11 月 10 日（土）45人参加 サンタのイルミネーションづくり（イルミネーション実行委員と連携）

・三世代交流事業をさわやかクラブ連合会とともに実施しました。

12 月 15 日（土）47人参加 門松づくり

3 月 16 日（土）23 人参加 紙とんぼづくり

・保育ボランティアの育成講座を、子育てひろば、げんきっ子、社会福祉協議会と合同で実施しました。

2 月 21 日（火）5人参加

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○子育てひろば利用者 25,000 人（年間）/ 31,780 人

○子育て支援センター2か所利用者 10,000 人（年間）/ 6,776 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

子育て応援ウェブサイトの制作 福祉課

子育て応援ウェブサイトの運用 福祉課

利用者参加型イベントなどの各種イ

ベント、市民団体などとの連携事業、

ボランティアの育成講座等の開催

福祉課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信します。

4 月特集「子どもと一緒に土いじり」他

(2)「みやしろで育てよっ」の周知

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、ＳＮＳの活用などによりウェブサイトの周知を行います。

(3)子育ての輪を広げる取り組み

・ＳＮＳを活用し子育て世代のネットワークを作り、子育てひろばでの事業の企画などに関わることがで

きるしくみを作ります。

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催

・利用者が企画に参加するイベントや三世代交流事業を実施します。

6 月末 まこも馬づくり 他
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⾝近な材料で簡単に出来るおもちゃを作って⼦どもと遊んでみましょう。

家の中には、おもちゃの材料が意外とたくさんあります。

「喜んでくれるかな？」とワクワクしながら作る楽しみも味わえますよ。

（*年齢別のご紹介は目安です）

HOME
こんな時どうする？
制度
施設
⼦育てマップ
特集
コラム
メニュー閉じる
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みやしろ定住促進作戦

企画財政課

企画趣旨

町内の住宅団地内では高齢者だけの世帯や高齢者の独居世帯が増えるとともに、空き家、空き部

屋も増加傾向にあります。こうした市街地の資源を活用して、子育て、介護が必要なＵターン世代、

交流イベントで獲得した「宮代ファン」を誘引し定住人口を増やしていきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1) 定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発信

・宮代への移住者のインタビューを深掘りした特集記事「暮らシロ」と、宮代町での住み方を提案する

特集記事「宮代暮らし」、暮らしの中の風景や出来事から町の魅力を伝える記事を制作し、定住促進サ

イト「みやしろで暮らそっ」で発信しました。

※「暮らシロ」1 件『人との出会いが楽しい街』、「宮代暮らし」1 件『きらめきの世界へ』

※その他記事 10 件『宮代ってこんな町』『世界のすうぷ屋さん in 宮代』など

(2) みやしろ初めてツアーの実施

・町外からの転入希望者を対象として、町内の公共施設などを案内するツアーを実施しました。

※１件（東京都）

(3) 横断的な情報発信

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよっ」

と連携し、それぞれのサイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信しました。

・ふるさと納税のお礼状に「みやしろで暮らそっ」をＰＲするチラシを同封し発送しました。

・不惑のつどいやおひなまつりなど、町外からの参加者が多いイベントや駅広報スタンドで「みやしろ

で暮らそっ」をＰＲするチラシを配布しました。※約 1,000 枚

・12 月と 2月に東京で開催された定住促進イベントに出展し、宮代町をＰＲしました。※相談者 3人

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○サイトアクセス数 20万件（年間）/ 16.7 万件

○ツアー参加 20件（年間）/ 7件

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

定住促進サイト「みやしろで暮ら

そっ」の運営、バージョンアップ
サイト運営会社

みやしろ初めてツアーの実施 企画財政課

横断的な情報発信
サイト運営会社

企画財政課

令和元年度 上半期の実施予定
(1) 定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発信

・宮代への移住者のインタビューを深掘りした特集記事「暮らシロ」と、宮代町での住み方を提案する特

集記事「宮代暮らし」、暮らしの中の風景や出来事などから町の魅力を伝える記事を制作し、定住促進

サイト「みやしろで暮らそっ」で発信します。

(2) みやしろ初めてツアーの実施

・町外からの転入希望者を対象として、町内の公共施設などを案内するツアーを実施します。

(3) 横断的な情報発信

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよっ」

と連携し、それぞれのサイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信します。

・ふるさと納税のお礼状に「みやしろで暮らそっ」を PR するチラシを同封し発送します。

・町外からの参加者が多いイベントや駅広報スタンドで「みやしろで暮らそっ」をＰＲするチラシを配布

します。

Ｕターン世代：子育てや親の介護な

どで故郷に戻ることを考え出す世代

30



遊び 暮らし お店 ⾃然 施設 イベント 初めてツアー

みやしろで暮らそっ > ⼈との出会いが楽しい街 

⼈との出会いが楽しい街

暮らし・楽し・みやしろ⼈ーみやしろマルシェ実⾏委員 佐々⽊敦⼦さん

2019.03.25

佐々⽊敦⼦・みやしろマルシェ実⾏委員

佐々⽊識恭・公務員

2013年移住 埼⽟県出⾝
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宮代ファーマーズタウン推進事業

産業観光課

企画趣旨

市民農園やガーデニングの観光資源化を進め、町民はもとより町外からも農に親しむ人口を増や

すことで、地域経済の活性化に結びつけるとともに、遊休農地の解消を狙いとします。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)認定市民農園開設支援

・市民農園の補助制度について、農業委員や農地利用最適化推進委員に周知を行いました。

(2)既存認定市民農園の運営支援

・1 月に新しい村の認定市民農園「結の里」利用者を対象に、地元農家の方を講師とした菜園勉強会を開

催しました。「結の里」の稼働率は 100％です。引き続き適切な管理を行います。

(3)市民農園応援フェアの開催

・市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において、村の収穫祭や生産者土曜市を開催し季

節に応じた野菜苗の販売や必要な資材等の販売を対面販売で行いました。また、毎月町内農家の方を

講師とした園芸教室を開催し、農に親しむ人口増に努めました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○認定市民農園利用率 100％ / 100％

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

認定市民農園開設支援 産業観光課

既存認定市民農園の運営支援 産業観光課

応援フェアの開催 新しい村

市民農業大学事業への支援 産業観光課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)認定市民農園開設支援

・引き続き市民農園の補助制度の周知について、農業委員や農地利用最適化推進委員に図るとともに、6

月に開催する農家組合長会議でＰＲを行います。

(2)既存認定市民農園の運営支援

・新しい村の認定市民農園「結の里」の利用率は 100％です。引き続き適切な管理を行い、利用率を維持

します。

(3)市民農園応援フェアの開催

・市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において「春の苗物市」を開催し、季節に応じ

た野菜苗の販売や必要な資材等の販売を対面販売で行い、農作業のアドバイスを行います。また、

農家の方を講師とした園芸教室を定期的に開催します。

ファーマーズタウン：市民農園やガーデ

ニングなどで土に親しめるまち
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道仏土地区画整理周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

新たな流入人口の受け皿となる市街地として整備されている道仏土地区画整理地を中心とし周辺

道路等を含む事業として整備を行います。なお、各都市計画道路は、道仏土地区画整理地にアクセ

スし住宅地としての機能を高めるだけでなく、周辺市街地間のアクセスや駅間のネットワークを構

成する重要な路線となります。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)土地区画整理事業

・清算業務は 98％完了しました。

(2)（都）春日部久喜線（町道第 12 号線）

･下半期においては、軟弱地盤対策工事（Ｌ＝123ｍ）を実施いたしました。用地については、平成 30

年度末で 3,170.31 ㎡、取得率は 72.48％となりました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）

○宅地の利用開始 100％ / 100％（平成 28年度達成済）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

土地区画整理事業 組合

（都）春日部久喜線（町道第 12号線） まちづくり

建設課（都）宮代通り線

（都）新橋通り線 埼玉県

姫宮落川沿い道路拡幅工事（区画整

理関連） まちづくり

建設課公園整備 2か所

上下水道管の布設替え

令和元年度 上半期の実施予定
(1)土地区画整理事業

分納徴収分の清算業務を行うとともに、組合解散に向けて手続きを進めます。

(2)(都)春日部久喜線(町道第 12 号線)

･用地買収に係る交渉や軟弱地盤対策工事を継続して行います｡
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東武動物公園駅西口周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

東武動物公園駅西口地区では、東武鉄道杉戸工場跡地の土地利用転換にあわせて、土地区画整理

事業を実施するとともに、東武動物公園駅西口駅前通り線や中央通り線を整備し、商業の活性化に

よる中心市街地の魅力向上を図ります。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備

・用地買収に係る交渉を継続して行いました。

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を継続して行い、

令和元年度末の完了を目途として事業を進めます。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）

○住民意識調査のまちづくり満足度向上：「市街地」について 60％
※令和元年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

都市計画道路中央通り線の整備 まちづくり建設課

都市計画道路東武動物公園駅

西口通り線の整備
まちづくり建設課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備

・用地買収に係る交渉を継続して行います。

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を継続して行いま

す。
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東武動物公園駅東口周辺整備事業

まちづくり建設課

企画趣旨

東武動物公園駅東口地区では、地元協議会が主体となって整備エリアや整備手法等の検討を進め、

駅前広場の整備や東武動物公園駅東口通り線沿線の商店街の活性化による中心市街地の魅力向上を

図ります。また、検討に当たっては、埼玉県（杉戸県土整備事務所）及び杉戸町と連携・協力し、

一体的なまちづくりを目指します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)事業協力

・駅前広場整備及び駅前通り線の整備について、埼玉県、杉戸町と協議を行いました。

(2)権利者の事業に対する合意形成

・引き続き個別事業説明を随時行い、東武動物公園駅東口通り線の県道区間と杉戸町道区間の一部が街

路事業認可となったため、杉戸町と合同協議会を開催しました。

・事業に必要となる補助金を確保し、用地交渉を行いました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）

○住民意識調査のまちづくり満足度向上：「市街地」について 60％
※令和元年度住民意識調査実施予定

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

協議会の開催（用地物件補

償・事業手法等の検討）
地元協議会

協議会への参加（権利者の

事業に対する合意形成）
まちづくり建設課

事業認可に必要となる調査設

計の実施
まちづくり建設課

事業認可手続き まちづくり建設課

事業実施（用地物件補償） まちづくり建設課

※令和 3年度から整備実施

令和元年度 上半期の実施予定
(1)事業協力

・駅前通り線の街路事業について、埼玉県が実施する測量等の調査に対して権利者説明の補助を行います。

(2)権利者の事業に対する合意形成

・引き続き個別事業説明を随時行い、必要に応じて協議会を開催します。

・事業に必要となる補助金を確保し、用地交渉を行います。
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まちなか起業創業支援事業

産業観光課

企画趣旨

宮代マルシェ（市場）を定期開催し、町内外から起業を志す人材を呼び込みます。合わせて、マ

ルシェの独立したウェブサイトを構築し、出店者の募集とマルシェ開催の告知を行います。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)宮代マルシェの開催

・2 月 23 日に街のにぎわい創出と産業の活性化、さらに交流人口の増加を目指して宮代マルシェ（里山

マルシェ Vol.3）を開催しました。町内外から 18 店が出店し、およそ 2,400 人の来場がありました。

(2) 起業支援・空き店舗対策

・起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」については、特にマルシェ情報や空き店舗情報など、起業者

向け情報の内容充実を図りました。また、「空き店舗活用補助金」については、対象や制度内容などの

ＰＲを行い、起業希望者を支援するとともに、創業セミナーに参加した町民にはフォローアップ講座

を行い、支援に努めました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○起業創業支援事業による町内での起業 10件 / 5 件（累積）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

宮代マルシェの開催 産業観光課、

マルシェ実行委員会

町融資制度の見直し

（開店支援制度の構築）

産業観光課

商工会

制度のＰＲ、ウェブサイトの開設 産業観光課

商工会

起業支援・空き店舗対策

新制度の実施

産業観光課

商工会

令和元年度 上半期の実施予定
(1)宮代マルシェの開催

・宮代マルシェ（トウブコフェスティバル Vol.5）の開催に向け、実行委員会で打合せを行います。開催

時期は令和元年 11 月を予定しています。

(2) 起業支援・空き店舗対策

・起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」については、特にマルシェ情報や空き店舗情報など、起業者向

け情報の内容充実を図ります。また、宮代町商工会と連携し、7 月に全 5 回の創業セミナーを実施予定

です。
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言語を選択 Ԃ

�����年�月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ

みやしろマルシェ～里山�����～を開催しました

冬を楽しむ　食べよう！遊ぼう！新しい村へ行こう

「素敵なマルシェを開いて町のにぎわいを創り出したい」そんな思いで、みやしろマルシェ実行委員が企画・運営した「みやしろマルシェ

～里山��� ��～」が�月��日（土）に開催されました。自然豊かでのんびり癒される新しい村で、マルシェをするのは�回目。心配してい

た天候も、好天に恵まれました。起業したてのフレッシュな方から、ベテランの料理屋さんまで��のおいしい食べ物、かわいい雑貨、楽

しいワークショップのお店が集合しました。

森の市場「結」前のイベントデッキでは、森のコンサートが行われ、オカリナデュオぽれぽれコンサートや「すまえるプロジェクト」のみなさんによる迫力

のあるステージ演奏がイベントの最後まで続きました。
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さいたま緑のトラスト保全第�号地に指定された山崎山では、ツリークライミングが行われ、ロープやサドル等の専用道具を使って木に

登り、小学生から大人まで、木の上から冬の景色を楽しむ姿がみられました。

芝生広場の奥には、このマルシェのために設置された「森のぶらんこ」があり、木のぬくもりの伝わるブランコを楽しむことができまし

た。親子や子どもたちが楽しんでいました。

ぶらんこの側には、ボランティアとして地域のつながりを大切に活動している「縁じょい」のメンバーが。このマルシェでは、日本工業大

学の学生さんも、ツリークライミングを一緒にやってみたり、机やテントを運んだり・・・と一日一緒にイベントの運営を担ってくださいま

した。

「このイベントは懐かしい感じがいいですね」「ぶらんこが楽しい」「皆さん温かくてとても良いイベントでした」という声が聞かれました。

また、冬の新しい村を知ってもらおうと、���法人宮代水と緑のネットワークのみなさんによる早春の自然観察会が行われました。ホッ

ツケや山崎山の雑木林を散策しながら、早春に芽吹く野草や林を飛び回る野鳥探しながら、観察しました。
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お問い合わせ

宮代町役場産業観光

課商工観光担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

ファックス � ���������

����

産業観光課商工観光担

当

お知らせ

話題

補助金

新しい村

桜市

トウブコフェスティバ

ル

産業祭

宮代つながりづくり

イベント和�輪�

メイドインみやしろ

労働行政

観光ガイド

消費生活相談

消費者等を対象とし

た食品の放射性物

質検査

指定管理者制度

（新しい村）

申請・届出

統計情報

これからも「みやしろマルシェ」は、コミュニティセンター進修館周辺や新しい村で、イベントを開催する予定です。実行委員も募集して

います。興味のある方は、ぜひ一緒に活動しましょう。産業観光課にご連絡ください。お待ちしています。

ご意見をお聞かせください

このページは役に立ちましたか？

役に立った どちらともいえない 役に立たなかった
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障がい者の雇用創出事業

福祉課

企画趣旨

農業や商工業など様々な分野で障がい者の雇用創出に取り組み、障がい者がいきいきと働き続け

ることができる宮代型（地域循環型）産業を創出していきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)障がい者雇用の普及啓発、就労相談

・障がいのある方の就労相談においては、専門の相談機関である埼葛北障害者就業・生活支援センター

等を通じて相談者の就労を図りました。相談件数 282 件 就労者数 7人

(2)障がい者就労施設等の業務確保支援

・障がい者就労施設等からの調達可能物品等を庁内に調査・紹介をしました。

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置しました。

・11 月 30 日から 12月 7 日に「こころつなぐ展示会」を開催し、障がい者団体等 8 団体の活動を紹介し

ました。

出店日 出店団体

月曜日・金曜日 あかりワークス姫宮

火曜日 アバンティ

月 1 回 東ありの実館

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○ 障害者就業・生活支援センター等を通じての一般就労者 15人⇒ 18人

○ 障害者優先調達推進法による町発注額 3,000千円を維持（年間）⇒ 2,936 千円

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

障がい者雇用の普及啓発、就労相談 福祉課

障がい者就労施設等の業務確保支援 福祉課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)障がい者雇用の普及啓発、就労相談

・障がいのある方の就労相談においては、専門の相談機関である埼葛北障害者就業・生活支援センター等

を通じて相談者の就労を図ります。

(2)障がい者就労施設等の業務確保支援

・令和元年度宮代町における障がい者就労施設等からの物品等の調達方針、及び、平成 30年度の調達実

績をホームページにおいて公表します。

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置し、物品販売等の促進を図ります。
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宮代町農業の 6 次化推進事業

産業観光課

企画趣旨

農産物の生産・加工・販売の一体（垂直統合）化を進め、農業生産関連所得を増やし農業への若

者参入や定住促進を目指します。また、商業との連携も図り地域経済の活性化を図ります。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】
(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ

・「農業振興事業の概要（30年度版）」を活用し、農家組合長会議や生産者組合会議等で補助金の周知を

行いました。また、紫野菜を使用した 6 次化に取り組んでいる地元農家の方へ聞き取りを行い、補助

金の有効活用についてのアドバイスを行いました。

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援

・11 月 25 日（日）に新しい村において宮代産農産物を使ったスープやお菓子の販促イベント「世界のす

うぷ屋さん」（参加者約 2,900 人）を実施しました。このイベントは、昨年度に実施した紫野菜と紫野

菜を使用した加工品のＰＲイベント「紫マルシェ」の後継イベントで、町の農業者、商業者、消費者

が連携し、自ら企画から運営までを行い、当日は宮代町産野菜を使用した世界各国のスープと紫野菜

を使用したお菓子の販売を行い、町の 6 次化商品のＰＲを行いました。

(3)商品開発支援

《宮代町の地域伝統食の発掘と展開》

・伝統食掘り起こし調査の成果と紫野菜を使った料理のレシピ等についてまとめた、小冊子「宮代ふ

るさとレシピ 10 品」を刊行し、食育の一環として町内の幼児、児童、生徒に配布しました。宮代町

に代々引き継がれてきた郷土料理を広く若い世代に伝え、後世へつなげるとともに、今後、新たな

商品開発へのヒントとする予定です。

《新たな 6 次化商品の開発》

・地産地消の推進を図るため、宮代産農産物を取り扱う町内飲食店を「宮代町地産地消推進の店」と

して認定する要綱を制定しました。今後は、地産地消の店として幅広くＰＲをしていくとともに、

農業者と商業者のコミュニケーションを広げ、農商連携による 6 次化商品の拡大につなげます。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○6次化製品新規 10品目 / 11 品目（合計）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

明日の農業担い手支援 6 次化推進事

業補助金制度のＰＲ
産業観光課

町の 6 次化商品のＰＲ支援、商品開発

支援、「紫いも」の年間供給体制の支援
産業観光課

令和元年度 上半期の実施予定

(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ

・6 月に開催される農家組合長会議等において補助金の周知を行います。また、6 次化に取り組んでいる

地元農家の方へ、補助金の活用について個別のアドバイスを行います。

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援

・農業者と商業者が主体となった宮代町産農産物を使った料理やお菓子のＰＲイベントを秋に予定してい

るため、事業実施に向けた準備を行います。

(3)商品開発支援

《宮代町の郷土料理と展開》

・郷土の味掘り起こし調査で聞き取った郷土料理や、新顔の野菜を使った料理などの料理教室を農家や

町内店舗の料理人の皆さんを講師に迎え、町民の方を対象に開催します。

《新たな 6 次化商品の開発》

・農商連携による 6 次化を推進し、町内産業の振興を図るため、「宮代町地産地消推進の店」を認定し、

広く地産地消の取り組みを周知するとともに、新しい 6 次化商品の開発の機運を高めていきます。

農業の６次化：農業者が自ら作った作物を原材料として加工・製造、流通・販売までを行う取り組み
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言語を選択 Ԃ

�����年��月�日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 行政情報 農業 農業の�次産業化

世界のすうぷ屋さんを開催しました

宮代野菜がおいしいスープになりました

��月��日、新しい村で「農でつながるほっとイベント　世界のすうぷ屋さん」が開催されました。宮代町や春日部市の飲食店が宮代産

の野菜を素材にして腕をふるった、世界各国のスープを楽しむイベントで、地元野菜を地元で消費する「地産地消」の推進と、宮代産

野菜の消費拡大を目指して行われました。

この日のために地元農家や商業者の奥さんたち有志が、「世界のすうぷ屋さん実行委員会」を結成。もっと町を楽しみたい、宮代野菜

を広めたい、町を元気にしたいという熱い思いで自ら企画運営に取り組みました。

当日は、インド、台湾、イタリア、イギリス、メキシコ、ロシア、韓国、フランス、日本�か国��種類のスープと、町内のパン屋さんのパン

や宮代産米のおにぎりを合わせたセットが大人気となり、完売しました。

会場全景

世界のすうぷ屋さん実行委員会の皆さん

すうぷ屋さんコーナー スープおいしいね

ワークショップで手作りを楽しみました

スープ販売のほかにも、宮代産の農産物を使ったお菓子の販売「みやしろデザート」や、新規就農者組合あぐりねっとみやしろによる

新鮮野菜の販売、木工品などの販売もあり、テントには多くのお客さんが集まり、手作りの品々を手に取っていました。

また、ワークショップも盛りだくさん。カホン �打楽器 �を作って叩いて遊ぶ、ステンドグラスでクリスマスオーナメントを作る、自分で作っ

たモルタルの植木鉢に多肉植物を植える等のワークショップが開かれました。

また、新しい村のすぐ近くにある山崎山トラスト地では「森のようちえん」が行われ、�歳から�歳の子どもたちが、森の小さな秋をみつ

けていました。
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お問い合わせ

宮代町役場産業観光

課農業振興担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

ファックス � ���������

����

産業観光課農業振興担

当

お知らせ

話題

補助金

農業振興

農業入門講座

晴天に恵まれたこともあって当日の来場者は約�����人。ライブも行われた会場では音楽や太鼓のリズムや子どもさんの笑い声が響

いていました。

ステンドグラスでクリスマスオーナメント作り 新鮮な宮代野菜も販売 森のようちえん

最後に記念撮影

世界のすうぷ屋さん������������新しい村）
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明日の農業担い手支援事業

産業観光課

企画趣旨

高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加を防ぎ、町の農村環境の維持を図るため、新規就農

者を確保、育成していきます。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】

(1)農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援、里親制度の充実

●新規就農者の育成、確保

・農業担い手塾の新たな塾生を誘致・獲得するため、塾生の募集を通年で実施しました。

・研修期間（3年間）の満了を迎えた６期生の卒塾審査を実施しましたが、圃場の管理に対してもう少

し研修が必要と判断し、研修期間を延長（令和元年 12 月末まで）を行いました。

・7 期生の研修基盤を充実させるため、里親農家（生産基盤支援農家）の協力を得て、農業用井戸灌漑

設備（電源設備含む）及び栽培施設（パイプハウス 1 棟）を整備しました。

(2)「農」のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付

●担い手・大規模農家の確保、支援

・「農業振興事業の概要（30 年度版）」を活用し、「明日の農業担い手支援対策事業補助金制度」の活用

を提案した結果、下半期では担い手農家から 3件の申請がありました。

○申請内容及び補助金決定額

ア 水田農業担い手支援事業（農業機械） トラクターの導入 1,909,800 円

イ 園芸果樹生産担い手支援事業（栽培施設） パイプハウス及び井戸灌漑設備の整備

1,107,000 円

ウ 営農環境保全担い手支援事業（農業機械） フレールモアの導入 255,000 円

(3)町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進

●民間企業・法人等による町内への農業参入の積極的誘致

・民間企業（種苗会社）の農業参入に向けた調整を字東地区において進めており、2 月 1 日には東集

会所において地権者に参加していただき、事業の概要や農地の売買について地元説明会を開催しま

した。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○新規就農者の確保 5人 / 4 人

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

新規就農者の育成、確保 産業観光課

担い手・大規模農家の確保、支援 産業観光課

民間企業・法人等による町内への

農業参入の積極的誘致
産業観光課
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令和元年度 上半期の実施予定

(1) 農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援、里親制度の充実

・新たな就農希望者の誘致・獲得に向けて、通年で塾生の募集を行うとともに、引き続き、「新・農業人

フェア」をはじめとする就農相談会やイベント等へ積極的に出展し、町の新規就農支援事業のＰＲを行

います。

・新たな里親農家を確保・登録します。

・塾生の早期の自立・就農に向けた支援を行います。

(2)「農」のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付

・「農業振興事業の概要（令和元年度版）」を活用し、担い手農家に対して補助金の活用を提案するととも

に補助制度の活用について相談のあった農家への申請手続等の支援を行います。

(3)町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進

・字東地区で調整を進めている民間企業（種苗会社）の農業参入について、地権者の意向を確認し、事業

実施の可否について検討を行います。

宮代町新規就農者支援委員会委員による研修圃場巡回

研修圃場での野菜栽培管理状況の確認
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宮代町農業生産基盤整備推進事業

産業観光課

企画趣旨

農業生産基盤の整備を推進し、農業生産の効率化・省力化を図るとともに、特定の担い手への農

地集積化を推進し、農作業環境の向上を目指します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】

(1) 集落営農についての情報発信

・「多面的機能支払交付金制度」を活用した共同活動に向けた組織化を検討している沖の山地区において、

11 月 13 日に勉強会を開催し、本制度に対する理解を深めるとともに、令和 2 年度からの事業採択に向

けて活動組織の設立に向けた準備を進めていくことになりました。

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進

・「農業振興事業の概要（30 年度版）」を活用し、農家に対し補助事業の積極的な活用を呼びかけた結果、

平成 30 年度では 12件の申請がありました。

ア 暗渠排水整備事業（暗渠排水施設の新設） 1 件

イ 用排水路維持管理事業（用排水路の浚渫作業） 1 件

ウ 水田区画拡大事業（コンクリート畦畔除去） 10 件

・「小規模農地基盤整備事業補助金交付要綱」を一部改正し、新たな補助メニューとして「農業用水揚水

施設整備事業」を加えました。

(3)用排水路の整備

・県費単独土地改良事業を活用した字姫宮地内の農業用用排水路（延長 299.4ｍ）について、コンクリー

トフリュームへの改修工事を実施しました。

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の研究

・「宮東・中島地区」で具体的な圃場整備事業等を進めていくため、地元集落の代表者から成る「宮東・

中島地区圃場整備事業準備委員会」を 12 月 14日に設立しました。

・2 月 8 日に第 1 回準備委員会会議を開催し、埼玉県春日部農林振興センター職員を講師に招き、圃場整

備事業や農地中間管理事業への理解を深めるとともに、準備委員会が主体となり、事業実施計画区域

の確定や地元合意形成を図っていくことになりました。

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）/ 平成 30年度末の実績

○農地の集約面積（利用権設定面積）105ha / 105ha

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

小規模基盤整備事業の実施 産業観光課

農業用排水路の改良 産業観光課

集落営農の推進、埼玉型圃

場整備事業の検討
産業観光課

令和元年度 上半期の実施予定

(1) 集落営農についての情報発信

・沖の山地区における令和 2 年度からの「多面的機能支払交付金制度」を活用した共同活動の取組みに向

け、活動組織の規約や活動計画等の作成支援を行っていきます。

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進

・農家に対し補助事業の積極的な活用を引き続き呼びかけていきます。

・申請希望者に対しては、事業実施に向けた申請手続等の支援を行っていきます。

(3)用排水路の整備

・県費単独土地改良事業を活用した、字西原地内の農業用用排水路（延長 336ｍ）について、コンクリー

トフリュームへの改修工事に向けた測量設計を行います。

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の研究

・「宮東・中島地区圃場整備事業準備委員会」と連携しながら、事業実施区域の確定や合意形成のための

アンケート調査を実施します。また、調査結果を踏まえながら次年度の県営調査事業の採択に向けた取

組みを行っていきます。
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公共施設再編第 2 期計画

企画財政課、教育推進課

企画趣旨

近い将来に訪れる更新時期を前にして、人口減少、少子高齢化が進んでおり規模の面からも、財

政負担の面からも現状と同様のフレームでの施設更新は適切ではありません。次代のニーズ、行政

需要に応じた適正規模の施設へと再編・集約を図ることで持続可能な行政運営を目指します。

平成 30年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】
(1)小中学校の適正配置にあたっての取組み

・令和元年度に小中学校適正配置に関する基本方針について検証するため準備を行いました。

宮代町立小中学校の適正配置及び通学区域の編成等に関する審議会の開催、住民との対話による意見

の聴取等について、具体的な実施スケジュールを作成し、自治体経営会議及び議会に報告しました。

小中学校の適正配置に関する現状や課題を「教育委員会だより」に連載し、保護者や地域住民に周知

しました。

・上半期に引き続き、中学校において劣化診断を実施し、施設の実態把握、老朽化状況の把握を行いま

した。（外壁等調査・報告書の作成）

(2)借地解消の取り組み

・借地解消に向けた具体的な取得計画に基づき、西原自然の森用地を取得しました。

・取得面積：16,441.11 ㎡

主な成果目標（平成 28年～令和 2年）

○公共施設等総合管理計画の策定 / 公共施設等総合管理計画の策定（平成 28年度達成済）

後期実行計画で示した工程

実施内容 実施主体

実施年度

H28 H29 H30 R1 R2

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

公共施設等総合管理計画の策定 企画財政課

小中学校適正配置・公共施設再編
教育推進課

関 係 課

借地の解消 企画財政課

令和元年度 上半期の実施予定
(1)小中学校の適正配置にあたっての取組み

・小中学校適正配置に関する基本方針について検証するため 6月下旬を目途に、宮代町立小中学校の適正

配置及び通学区域の編成等に関する審議会を再設置します。

・7 月までに小学校の劣化診断の発注し、施設の実態把握、老朽化状況の把握を行います。

(2)借地解消の取り組み

・具体的な取得計画に基づく 9施設の借地については、担当部署を中心に地権者と交渉を行い、土地の買

収に努めます。
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